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研 究 内 容 ●肺癌における標的分子の解析と分子標的治療の耐性に関する研究
　�肺癌の標的分子、上皮成長因子受容体(EGFR)遺伝子変異の高感度スクリーニング法を開発し、チ

ロシンキナーゼ阻害剤(TKI)に対する感受性変異と新たな耐性変異を見いだした。現在、感受性と
耐性を規定するバイオマーカーの探索研究を推進し、さらに多施設共同臨床試験にて標準治療の
エビデンス創出と個別化治療の推進に努めている。

●肺癌の周術期治療の開発
　�局所進行肺癌（IB期～IIIA期）の手術成績はいまだ満足のいくものではなく、手術前後の薬物／放

射線治療により治療成績を向上させる必要がある。殺細胞性抗癌剤、分子標的薬、免疫チェック
ポイント阻害剤などの新規薬物の臨床試験を企画・参画し、新たな標準治療のエビデンス構築に
努めている。

●胸部悪性腫瘍に対する低侵襲手術の開発
　�内視鏡手術（胸腔鏡手術）やロボット支援下手術などを臨床に取り入れ、低侵襲手術の提供を図っ

ている。また、それらの術式開発をすすめている。
●肺癌、大腸癌、膵臓癌の多段階発癌に関する研究
　�肺癌の多段階発癌に関与する遺伝子を同定し、癌遺伝子、腫瘍抑制遺伝子、細胞接着因子などの

遺伝子変化と癌の進展・予後などとの関係を解明した。また、Epigeneticの観点からメチル化解
析の共同研究を米国と行い発癌との関係を見いだした。
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